
　平素は組合運営に格別のお引き立てを賜り紙面より厚く御礼申し上げます。
今年度任期満了に伴う役員改選が行われ、引き続き代表理事組合長を仰せつかることになりました。
また、芝　嘉宏副組合長理事、陰地　宣嗣監事が退任し、新たに上地明理事が副組合長理事となり、
昨年度まで参事を務めておりました前貞憲が専務理事、野地洋正理事、庵前佳生監事が新任し新たな
経営体制の下組合運営を執り行ってまいります事、先ずは書面を以てご報告申し上げます。
　さて、県内の林業情勢は依然予算の減少傾向が続き厳しい状況にありますが、役職員一丸となり事
業確保、経費節減に努めてまいりますので引き続き組合員皆様のご協力を賜りますようお願い申し上
げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事組合長　朝尾　高明
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　平成２８年６月１９日に紀宝町　ＪＡ三重南紀グリーンプラザにおいて西
田紀宝町長、大畑御浜町長、藤根県議、大久保県議をはじめ多くのご来賓並
びに総代をお招きし第４回通常総代会を開催いたしました。
　総代会では２７年度決算、２８年度事業計画など９議案を審議いただき、
全議案賛成多数にて原案どおりご承認いただきました。
　今後は承認いただいた計画を遂行出来るよう役職員一丸となり取り組んで
まいりますので、引き続き組合員皆様のご協力を賜りますようお願い申し上
げます。
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貸借対照表                                     単位：千円 損益計算書 　  単位：千円
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資 産 合 計 309,586 負 債 ・ 純 資 産 合 計 309,586

保 険 積 立 金 9,107 当期未処分剰余金 7,915
小 計 89,539 小 計 221,210
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●対象となる山林の条件 ●作業種別

　・境界が明確な山林 　植栽、下刈、枝打、間伐

　・１事業地あたりの面積が０．１ｈａ（１反）以上

　・地目が山林及び保安林

●補助金を利用する場合は事前に森林組合までお問い合わせください。

施工例①　飛鳥町大又　地内　562ｍ 施工例②　紀宝町浅里　地内　659ｍ

作業道を利用しての搬出間伐 架線を利用しての搬出間伐

【委託料の目安】

 山の手入れに補助金制度があります！

　幅員３ｍ前後の森林作業道を開設し間伐材の搬出をしています。平成２７年度に
おいては、熊野市飛鳥町・紀宝町浅里各所で総延長約3,000ｍの森林作業道を開設
しました。

　平成２７年度、作業道を利用しての搬出間伐だけでなく、約450ｍの架線を利用
しての搬出間伐も実施しました。

　境界が不明な山林を増やさないために、現在境界がわかっている山林において
GPS測量及び境界管理をすることで微力ながら山林管理のお手伝いをさせていただ
きます。

　参考例）所有山林　1.00haで未測量、5年間で1回の巡視、境界杭埋設希望の場合

　　　　　測量・境界杭　　　　　　　　　　　　約３５，０００円
　　　　　境界木書付・林内巡視・報告書作成　　約３５，０００円

境界木書付 境界杭埋設

造林補助金

作業道開設

搬出間伐

山林管理

委託事業

森林経営課よりご案内



事業に採択されるまでにはいくつかの要件がございますので、ご検討の際には伐採前でも結構です
ので一度ご相談下さい。

　伐採後放置された山林は、健全な森林に対して山林の持つ保水力などが半分以下まで下がり、従
来の機能を取り戻すために膨大な時間が掛る為、様々な災害が懸念されます。紀州大水害からの教
訓もあり、当森林組合ではそのような放置山林に対して国（費用負担）、森林組合（労働力の負
担）、山林所有者（土地の提供）が一体となり分収造林方式による造林に努めています。
　今まで培ったノウハウを生かし、従来からの生産林としての機能はもちろん、水源涵養機能や国
土保全機能の強化を軸に、様々な 公益的機能を高度に発揮することができる森林をめざし水源林造
成事業をこれからも推進して参ります。

作業前 作業後

集落間を結ぶ生活道路沿いにお
ける倒木等の恐れがある危険木
等の伐採除去します。

平成２７年度実施
 【林道小船小川口線】
平成２８年度予定
 【林道粉所線】【林道柳谷線】

豪雨時等に流出する恐れのある
危険木を除去します。

平成２７年度実施
 【御浜町神木】【東地地区】

森林整備課よりご案内

暮らしを守る

危険木伐採事業

（熊野市）

災害緩衝林

整備事業



　三重県水源地域の保全に関する条例が施行されました
県土の６４％を占める森林は、県民共有の貴重な財産である水の源であり、将来にわたって守り育ててい
く必要があります。しかし、林業の低迷による森林所有者の森林への関心の低下や、山村の過疎化・高齢
化に加え、他の道県では、外国資本等による森林の取得事例も報告されるなど、水源地域の森林の荒廃や
所有目的が不明確な森林の増加が危惧されています。
　このため、県では水源地域の適正な土地の利用を確保し森林の有する水源の涵養機能の維持増進につな
げることを目的として三重県水源地域の保全に関する条例（平成27年7月10日一部施行）を制定しました。
　この条例に基づき、平成28年1月1日以降に水源地域内の土地取引を行う場合は、30日前までに県に届出
を行っていただく必要があります。
　なお、届出が必要となる水源地域の指定については県ホームページ「三重の森林づくり」でご確認いた
だけます。大切な水源地域を適切に保全していくため、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

届 　出　 先：県内各農林（水産）事務所　森林・林業室　林業振興課
問い合わせ先：三重県農林水産部森林・林業経営課　TEL059-224-2564
ホームページ：http://www.pref.mie.lg.jp/SHINRIN/HP/mori/90130000001.htm

 平成２８年　７月１６日（土）に津市のメッセウィングみえにて第２回みえチェンソー技術競技大会（み
えチェンソー技術競技大会実行委員会主催）が行われ、昨年、一昨年と２年続けて３位であった当組合が
念願の優勝を果たしました。今年も県内各地から当組合を含めて７チームが参加３種目で競い、前半を終
えて過去の大会と同様１位をキープ、鬼門であった最終種目の枝払いについては大会前から練習に励み、
緊張した中で最終競技者の濵本君が落ち着いて枝払いを行い見事優勝を掴み取り、当組合の技術力の高さ
を示してくれました。
　大会出場者：現業職員　濵本昌直君、田尾忠君、山本祐二君　監督：現業職員主任　赤﨑光道君

　現在様々な分野で注目され利用されているドローンを林
業の分野で利用できないか各種団体が検討・実践してお
り、当組合も事務局をしている紀南林業振興協議会の研修
会で架線集材においての架設に利用できないか当地域で先
進的にドローンを利用している㈱上道キカイ様の協力の下
研修会を開催、今後架設だけではなく災害時の現場確認な
ど様々な利用方法の可能性を見出すことが出来ました。
　ドローンについては操縦の難しさ、今後厳しくなるであ
ろう規制等様々な問題はありますが、引き続き利用価値な
どについて検討し、コスト削減や労力軽減に繋げることが
出来るものについてはドローンに限らず取り入れてまいり
たいと思います。
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三重県からのお知らせ

みえチェンソー技術競技大会優勝！！

ドローンを利用した架線集材における架設方法研修会開催


